



を及ぼすかについて 1 年次と 2 年次の比較検討を行った。
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　対象者は平成 30 年度に本学栄養士コース 2 年生に在籍していた学生で「白蝶クッキングスタジオ」に 1 年次、
2 年次ともに参加し、調査協力の同意を得られた学生のうち、男子学生 1 名を除く女子学生 30 名とした。平成
30 年度に実施した「白蝶クッキングスタジオ」（食育ボランティア活動）の概要を Table 1 に示す。
Table1　平成 30 年度白蝶クッキングスタジオ（食育ボランティア活動）の概要
活動日 活動名 活動内容
8 月 8 日 ウェルカム　トゥ　グルテンワールド 小学生対象。小麦粉からグルテンをとり出す実験、
異なる種類の小麦粉を使用したうどんの調理、食事
のバランスに関する講話を実施。
8 月 10 日 野菜を知ろう 小学生対象。野菜の色をとり出す実験、野菜を使っ
たピザの調理、野菜の特徴や育て方に関する講話を
実施。
10 月 13 日 長崎のよかとこクッキング 地域住民対象。長崎の郷土料理に関する講話と調理
を実施。




　学生には 1 年次および 2 年次の食育ボランティア活動終了後にアンケートを実施し、その回答結果より学修









は 1 年次、2 年次および各群間の回答の差を Fisher の直接法を用いて検定を行った。また、社会人基礎力につ
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食育ボランティア活動の企画・実施が栄養士養成課程在学生の学習意欲や社会人基礎力に及ぼす影響











年次 8 名（26.7％）、2 年次 13 名（43.3％）であり、2 年時で多く見られた。しかし、今後も同様の活動をした





とても思う まあまあ思う あまり思わない 全く思わない
人数 （%） 人数 （%） 人数 （%） 人数 （%）
　1 年次（n=30） 10 （33.3） 16 （53.3） 4 （13.3） 0 （0.0）
　2 年次（n=30） 13 （43.3） 16 （53.3） 1 （3.3） 0 （0.0）
リーダ群（n=7） 3 （42.9） 4 （57.1） 0 （0.0） 0 （0.0）
示範・発表群（n=14） 7 （50.0） 6 （42.9） 1 （7.1） 0 （0.0）
参加者サポート群（n=9） 3 （33.3） 6 （66.7） 0 （0.0） 0 （0.0）
栄養士として働くことに
役立つと思いますか
とても思う まあまあ思う あまり思わない 全く思わない
人数 （%） 人数 （%） 人数 （%） 人数 （%）
　1 年次（n=30） 8 （26.7） 17 （56.7） 5 （16.7） 0 （0.0）
　2 年次（n=30） 13 （43.3） 15 （50.0） 2 （6.7） 0 （0.0）
リーダ群（n=7） 3 （42.9） 4 （57.1） 0 （0.0） 0 （0.0）
示範・発表群（n=14） 6 （42.9） 7 （50.0） 1 （7.1） 0 （0.0）
参加者サポート群（n=9） 4 （44.4） 4 （44.4） 1 （11.1） 0 （0.0）
今後も同様の活動を
したいと思いますか
とても思う まあまあ思う あまり思わない 全く思わない
人数 （%） 人数 （%） 人数 （%） 人数 （%）
　1 年次 （n=29） 7 （24.1） 18 （62.1） 4 （13.8） 0 （0.0）
　2 年次（n=30） 6 （20.0） 18 （60.0） 3 （10.0） 3 （10.0）
リーダ群（n=7） 1 （14.3） 5 （71.4） 1 （14.3） 0 （0.0）
示範・発表群（n=14） 4 （28.6） 7 （50.0） 1 （7.1） 2 （14.3）






後自分が頑張ろうと思ったこととして「授業・実習」（1 年次 43.3%、2 年次 50%）「学内の人とのコミュニケー
ション」（1 年次 23.3%、2 年次 26.7%）、「学外の人とのコミュニケーション」（1 年次 33.3%、2 年次 43.3%）が
選択され、若干ではあるが 1 年時よりも 2 年時において選択された割合が高かった。「情報収集」（1 年次 6.7%、
2 年次 6.7%）及び「学内の人とのコミュニケーション」（1 年次 23.3％、2 年次 26.7％）については変化がみら
れなかった。
Table3　今後の活動に対する意識 a
授業・実習 情報収集 学内の人との コミュニケーション
学外の人との 
コミュニケーション
人数 （%） 人数 （%） 人数 （%） 人数 （%）
　1 年次（ｎ =30） 13 （43.3） 2 （6.7） 7 （23.3） 10 （33.3）
　2 年次（ｎ =30） 15 （50.0） 2 （6.7） 8 （26.7） 13 （43.3）
リーダ群（ｎ =7） 6 （85.7） 0 （0.0） 3 （42.9） 2 （28.6）
示範・発表群（ｎ =14） 8 （57.1） 1 （7.1） 3 （21.4） 5 （35.7）





およぼす影響を示す。情報収集力（1 年次 16.7%、2 年次 36.7%）、課題発見力（1 年次 6.7%、2 年次 16.7%）で
は 1 年時より 2 年時の方が身についたと回答した者の割合が高かったが、情報分析力（1 年次 20.0%、2 年次
16.7%）構想力（1 年次 26.7%、2 年次 16.7%）においては 2 年時よりも 1 年時の方が身についたと回答した者
の割合が高かった。また、情報収集力についてはリーダー群において身についたと回答する者の割合が高かっ
たが（リーダー群 57.1%示範・発表群 35.7%、参加者サポート群 22.2%）、情報分析力（リーダー群 14.3%示範・
発表群 28.6%、参加者サポート群 0.0%）、課題発見力（リーダー群 0.0%、示範・発表群 21.4%、参加者サポー
ト群 22.2%）、構想力（リーダー群 0.0%示範・発表群 21.4%、参加者サポート群 22.2%）においては示範・発表
群において身についたと回答する者の割合が高かった。
Table4　食育ボランティア活動が社会人基礎力（リテラシー）の自己認識におよぼす影響








人数 （%） 人数 （%） 人数 （%） 人数 （%） 人数 （%） 人数 （%） 人数 （%） 人数 （%）
1 年次（ｎ =30） 5 （16.7） 25 （83.3） 6 （20.0） 24 （80.0） 2 （6.7） 28 （93.3） 8 （26.7） 22 （73.3）
2 年次（ｎ =30） 11 （36.7） 19 （63.3） 5 （16.7） 25 （83.3） 5 （16.7） 25 （83.3） 5 （16.7） 25 （83.3）
リーダー群（n=7） 4 （57.1） 3 （42.9） 1 （14.3） 6 （85.7） 0 （0.0） 7（100.0） 0 （0.0） 7（100.0）
示範・発表群（n=14） 5 （35.7） 9 （64.3） 4 （28.6） 10 （71.4） 3 （21.4） 11 （78.6） 3 （21.4） 11 （78.6）




　Table 5 に PROG テスト結果より算出した社会人基礎力のリテラシー得点ならびにコンピテンシー得点の総
合得点を示す。リテラシーの総合得点において、学生全体では 1 年前期（3.5 ± 1.22）と 2 年前期（3.5 ± 1.36）
では有意な差は見られなかったが、1 年前期に比して 2 年後期（4.2 ± 1.14）では得点の有意な増加がみられた。






平均± SD pa 平均± SD pa
全体 
（n=30）
1 年前期 3.5 ±1.22
0.010
2.7 ±1.6
0.9712 年前期 3.5 ±1.36 2.8 ±1.4
2 年後期（活動後） 4.2 ±1.14 2.7 ±1.2
リーダー群
 （n=7）
1 年前期 3.7 ±0.95
0.581
2.9 ±1.5
0.7052 年前期 3.0 ±1.29 3.3 ±1.6
2 年後期（活動後） 4.0 ±1.15 3.0 ±0.8
示範・発表群 
（n=14）
1 年前期 3.1 ±1.23
0.005
2.6 ±1.5
0.5892 年前期 3.6 ±1.45 2.8 ±1.0




1 年前期 4.0 ±1.32
0.414
2.8 ±1.9
0.0832 年前期 3.9 ±1.27 2.6 ±1.8
2 年後期（活動後） 4.4 ±1.13 2.4 ±1.6
a 1 年前期と 2 年後期（活動後）の得点に対する有意差 , Wilcoxon の符号付き順位検定
考察
　本報告は対象学生が企画・実施した食育ボランティア活動「白蝶クッキングスタジオ」への主体的参加が、




をしたいという者の割合は 1 年次に比して 2 年次で減少していた。これは主体的に参加することで活動に対す
る負担を感じたことや活動内容に対する学生の向き、不向きがあったのではないかと考えられ、今後の活動に
おいては学生の性格や能力に合わせた活動内容や役割分担などの指導をする必要が考えられる。















さらに、PROG テストにより計測した社会人基礎力においてもリテラシー得点が 1 年前期に比して 2 年後期で
向上しており、群別では示範・発表群において有意な得点の増加がみられた。学生が認識していたリテラシー
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